
長崎県立長崎工業高等学校

工業 科目名 電子計測制御 単位数 2

機械システム科 学　年 2 学年 履修区分 必修

電子計測制御（実教出版）

１．科目の目的

２．授業の内容と進め方

３．学習する上での留意点

４．課題等について

５．成績評価規準（評価の観点及び趣旨）

６．評価の方法

実習と関連させながら各種計測器の構造や取り扱いなど計測に関する技術や製作実習を通して制御に関する技
術についてその基礎基本が習得できるよう留意する。

評価の観点

知 識 ・ 技 術

思考・判断・表現

評　　価　　規　　準

・電子計測制御に関する学習を通して，基礎的・基本的な知識を身につけ，環境やエネル
ギーの有効利用など，現代社会における工業の意義や役割を理解している。
・電子計測制御に関する基礎的・基本的な技術を身につけ，環境に配慮し，知識と技術に基
づいた合理的な作業を計画し，その技術を適切に活用している。

電子計測制御に関する諸問題の解決をめざして自ら思考を深め，知識と技術を活用して適切
に判断し，創意工夫をしながら，それらを表現する能力を身につけている。

１）  各章末問題や配布するプリントの問題を解答し，提出する。
２）各章末問題や配布するプリントの問題の解答状況で理解度を確認し，理解不足の場合は個別指導を行う。

教　科

学　科

使用教科書

副教材など

電子計測制御に関する知識と技術を習得させ，コンピュータによる電子計測やネットワーク化された電子計測シス
テムなど
を実際に活用する能力と態度を育てる。

計測機器の種類と構造，動作原理を学習し，計測機器によるデータの測定方法や処理方法，計算の仕方などの
基礎的な
計測技術を習得します。また，工場で自動生産される電子機器や産業機器がどのようにして製品化されているのか
その制
御法の種類や仕組み，制御の基本的な考え方や特徴について学習し，基礎的な制御技術を習得する。

　評価については定期考査での成績や課題，演習問題の提出状況，出席状況等で総合的に判断する。

　１）定期考査（１年間に４回実施される）の結果をもとに学習の内容の理解度，定着度を評価する。

　２）演習問題の提出状況と，その解答方法が適切であるか評価する。

　３）授業への取り組む姿勢（学習意欲・出席状況，学習態度）を評価する。

　４）授業時のノートの整理状況を評価する。

主 体 的 に 学 習 に
取 り 組 む 態 度

電子計測制御に関する知識と技術に関心をもち，その習得に向けて主体的に取り組むととも
に，実際に活用しようとする創造的実践的な態度を身につけている。
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《指　導　計　画》 科目名 電子計測制御 2 学年 2 単位
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4　フィードバック制御システムの制御装置

　2　信号の伝達と伝達関数

3　フィードバック制御システムの応答と安定性

第３章 フィードバック制御

1 フィードバック制御の基礎

４　プログラマブルロジックコントローラ

3　シーケンス制御の基本回路

　2　シーケンス制御に使われる機器

　4　電子計測機器

第２章 シーケンス制御

第１章 電子計測制御の概要

1 電子計測制御の考え方 ・計測と制御の関係を２足歩行ロボットを例にし
て
理解させる。また，LANを用いたFAｼｽﾃﾑ，計
測と計測誤差，自動制御などの概要について
理解させる。

　3 データ変換とデータ処理

２．センサーとアクチュエータ

学
期

月 評価方法等
学習内容

（単元・考査等）
学習のねらい

・ｾﾝｻとは何か，ｱｸﾁｭｴｰﾀとは何か，ｾﾝｻとｱｸ
ﾁｭｴ-ﾀの種類とそれらの原理について理解さ
せる。
･データ変換の必要性について理解させるとと
もに，アナログ-アナログ変換，アナログ-ディジ
タル変換について理解させる。
・データ処理にコンピュータを利用することの
必要性と有用性について理解させる。
・電圧・電流・抵抗・周波数など，代表的な物理
量を電子計測するディジタルマルチメータ，
ディジタル周波数カウンタ，オシロスコープ，ス
ペクトル分析器について取り上げ，測定原理
や基本的な動作の仕組みを理解させる。

・シーケンス制御に使われる代表的な機器とし
て，各種スイッチ，ランプ，ブザー，有接点・無
接点リレー，タイマ・カウンタについて，構造や
動作，図記号，用途を理解させる。
・エレベータのドアの開閉を例に，電気回路図
とシーケンス図の書き方を理解させる。
・タイムチャートの読み方と書き方を理解させ
る。
・基本論理回路（AND・OR・NOT）を使って，
シーケンス図と論理式・論理回路記号，真理値

　1 シーケンス制御の基礎

・シーケンス制御とはどのようなものか，洗濯機
やエレベータを例に理解させる。また，具体的
事例をもとにシーケンス制御の分類について
理解させる。

・前章で学んだシーケンス制御と比較しなが
ら，フィードバック制御の概要とフィードバック
制御システムの構成要素について理解させ
る。
・フィードバック制御システムの種類にはどのよ
うなものがあるのか，具体的事例を題材に制御
システムの構成や概要を理解させる。

・プログラマブルロジックコントローラ(PLC)の基
本構成と利用例について理解させる。
・PLCのプログラミング言語の種類を紹介し，な
かでもラダー図言語を取り上げ，シーケンス図
とラダー図の関係について理解させる。

・さまざまな物理量を統一的に扱うために，制
御システムをブロック線図で表現する方法につ
いて理解させる。

・フィードバック制御システムにおける制御装置
の役割は，制御対象が本来もっている特性を，
希望する応答を示すように改善することである
ことを理解させる。

・フィードバック制御システムにおける制御装置
の役割は，制御対象が本来もっている特性を，
希望する応答を示すように改善することである
ことを理解させる。


